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平成２５年第４回豊能町議会定例会会議録（第４号） 

 

年 月 日 平成２５年９月５日（木） 

場   所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １４名 

       １番 橋本 謙司      ２番 井川 佳子 

       ３番 高橋 充德      ４番 岩城 重義 

       ５番 小寺 正人      ６番 山下 忠志 

       ７番 永並  啓      ８番 竹谷  勝 
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      １１番 平井 政義     １２番 高尾 靖子 

      １３番 西岡 義克     １４番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお 

りである。 

町 長  田中 龍一      副 町 長  中井 勝次 

教 育 長  石塚 謙二      総 務 部 長  内田  敬 

生活福祉部長  木田 正裕      建設環境部長  石田  望 

上下水道部長  高  秀雄      教 育 次 長  今中 泰行 

消 防 長  西本 好美      会 計 管 理 者  川上 和博 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  乾  利昭      書 記  杉田 庄司 

書 記  高橋 欣也 
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議事日程 

平成２５年９月５日（木）午後１時開議 

日程第 １ 第１号認定 平成２４年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認 

            定について 

      第２号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業 

            勘定歳入歳出決算の認定について 

      第３号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計診療 

            所施設勘定歳入歳出決算の認定について 

      第４号認定 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳 

            入歳出決算の認定について 

      第５号認定 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘定 

            歳入歳出決算の認定について 

      第６号認定 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳 

            出決算の認定について 

      第７号認定 平成２４年度豊能町生活排水処理事業特別会計 

            歳入歳出決算の認定について 

      第８号認定 平成２４年度豊能町水道事業会計決算の認定に 

            ついて 

日程第 ２ 第７号報告 健全化判断比率及び資金不足比率報告の件 
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開議 午後１時００分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１、第１号認定から第８号認定ま

でを議題といたします。 

  これに対する決算特別委員会の報告を求

めます。 

  決算特別委員会、岩城重義委員長。 

○決算特別委員会委員長（岩城重義君） 

  平成２５年第４回定例会決算特別委員会

の報告をいたします。 

  平成２５年８月２９日、木曜日、午前９

時３０分に開会をいたしました。 

  案件は、平成２５年第４回定例会付託案

件についてでございます。 

  出席者は６名。私、岩城、それと永並副

委員長、橋本委員、山下委員、西岡委員、

川上委員でございます。委員外出席は福岡

議長、高尾副議長でございます。 

  まず、第１号認定、平成２４年度豊能町

一般会計歳入歳出決算の認定についてでご

ざいます。 

  提案説明は省略をいたします。 

  質疑といたしまして、まず人件費全般に

ついてでございましたけども、質疑はござ

いませんでした。 

  次に、議会費、総務費に移りまして、職

員研修事業につきまして、箕面市などは、

民間に１年間派遣して研修させているが、

町はどうかとの質疑に対しまして、本町に

おいては、民間ホテルに３日間派遣し、民

間の手法・空気に触れているので、一定の

成果はあると思います。年間派遣は長い目

で見ると大いに効果があると思うが、職員

数に限りがあるので、どういうやり方があ

るか検討していきたいとの答弁でございま

した。 

  また、研修結果を発揮する環境をつくら

なければならないとの質疑に対しまして、

役場の風土を変えるには、一朝一夕には難

しいが、業務改善研究会を継続的に続ける

ことにより、職員の意識や職場の風土を変

えたい。また、業務改善研究会は、１班当

たり５人程度の班を数班つくり、半年ほど

かけて役場の業務の改善について研究し、

提案するものです。その成果を１１月ごろ

にみんなの前で発表していきますとの答弁

でございました。 

  次に、広報・広聴業務事業につきまして

は、広報の送り先として、電鉄会社、記者

クラブ等が肝心と思うが、どうかとの質疑

に対しまして、能勢電鉄には配付している。

記者クラブには送っていないので、今後検

討しますとの答弁でございました。 

  次に、企画一般事務事業でございます。 

  町の魅力・ふるさと納税ＰＲチラシは、

古い電車の写真を使っているが、わざとか

との質疑に対しまして、Ｕターンしていた

だくために、出ていかれた方が覚えている

古い電車の写真をわざと使いましたとの答

弁でございました。 

  次に、地域公共交通社会実験運行事業に

つき、地域公共交通社会実験運行事業の成

果として、今後の方向性を協議することが

できたとあるが、その後、その今後の方向

性はどのようなものかとの質疑に対しまし

て、東西バスは、一次評価では廃止でした

が、二次評価を行っていきたい。デマンド

タクシーは、利用されている地区と利用さ

れていない地区の差が大きいことから、利

用者をふやすための検討をしてきた。本年

３月の分科会において、もう１年延長し、
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そこを検討する方向が出ていますとの答弁

でございます。 

  次に、とよのまつり事業につき、とよの

まつりは実行委員会方式になって、前年と

比べたらどう変わったのかとの質疑に対し

まして、平成２４年度は雨で、参加人数は

約4,５００名と、少し減りました。新しい

試みとして、小学生入学前の人にＴシャツ

を着てもらって踊りもしました。ミスター

ドーナツのような普通の販売店が、ポン・

デ・ライオンを販売して、会場を盛り上げ

ていただきましたとの答弁でございます。 

  次に、西地区路線バス確保維持事業につ

き、豊能西線の町負担額がふえるのではな

いかとの質疑に対しまして、豊能西線の補

助は、今年度いっぱいの３カ年の約束です。

今後、路線バスを維持するために補助が必

要だという話が出てくると考えられるが、

公共交通なので赤字の半額程度の補助とい

う形の交渉になると思われるとの答弁でご

ざいました。 

  次に、高齢者協働セミナー事業につき、

今後高齢化する人材をどのように活用して

いくのかとの質疑に対しまして、今後の方

針は出ていないが、町の課題・問題点を共

有することが大事というアンケート結果が

出ているので、町の課題・問題点を住民と

共有できる新たな施策が必要であると考え

るとの答弁でございました。 

  次に、防犯等事務事業につき、防犯灯設

置補助に関して、ＬＥＤ化したものはある

のか。また、ＬＥＤ化に関する町の方針は

あるのかとの質疑に対しまして、平成２４

年度は７灯のうち、ときわ台１灯、東とき

わ台２灯はＬＥＤですが、残り４灯は従来

のものでした。また、自治会からの要望も

あり、町としても新設はできるだけＬＥＤ

化してほしいと各自治会にお願いしている

との答弁でございました。 

  次に、民生費に移りまして、老人福祉事

業につき、この事業の成果として、老人会

の会員が何人ふえて、加入率が上がったの

か、数字をつかんでいるのかとの質疑に対

しまして、老人クラブの会員数は、前年度1,

３６８人、今年度は1,４０６人で、３８人

の増になりましたとの答弁でございました。 

  次に、乳幼児医療費助成事業につき、入

院について、就学前から小学生まで対象を

拡大されているが、その影響額はとの質疑

に対しまして、入院部分で対象を拡大した

影響額は、平成２５年度は１４件、総額４

７万4,０００円でありますとの答弁でござ

いました。 

  次に、自転車駐車場運営事業につき、自

転車駐車場の無料化等が検討されていたが、

その後どうなっているのかとの質疑に対し

まして、現在、シルバー人材センターに委

託しているが、今後は無人化・無料化によ

り経費を削減する方向は出ている。しかし、

エスカレーターの監視や地下駐車場につい

ては、防犯上や消防法上の問題があり、や

り方についてはまだ模索している状況であ

りますとの答弁でございました。 

  次に、衛生費に入りまして、保健衛生推

進事業につき、町の住民が豊能広域こども

急病センターに行かれた実績はとの質疑に

対しまして、平成２４年度実績では２万8,

９６５人中、豊能町は３２６人でしたとの

答弁でございました。 

  次に、ごみ減量化・再資源化事業につき、

豊能町は分別・減量について進んでいるが、

ごみの有料化とか将来何か住民の負担はあ

るのかとの質疑に対しまして、ごみ減量化

については、平成２６年度までのごみ減量

化計画に基づき鋭意努力しているが、リサ

イクル率は横ばいになっている。現在、平

成２７年度から１０年間の計画である第３

次計画の準備を進めているところである。
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第２次の検証をして第３次に反映させ、こ

れから何をするべきかを審議会で検討して

もらうことになっているとの答弁でござい

ました。 

  次に、労働費、農林水産業費、商工費に

移りまして、コミュニティセンター管理事

業につき、指定管理の移管の方向はとの質

疑に対しまして、現在、要項を配布して指

定管理者を募集中です。順調にいって候補

者が決まれば１２月議会に提案できるとの

答弁でございました。 

  次に、土木費、災害復旧費に入りまして、

まず、道路維持補修事業につき、ときわ台

地内で側溝蓋設置工事が行われているが、

道路にはみ出した植木等の対応はどのよう

にされているのかとの質疑に対しまして、

植木については各自治会と協議し、自治会

から各家を回って剪定するよう指導しても

らい、ひどいところについては町から依頼

をしているとの答弁でございました。 

  次に、公園・緑地・街路樹等管理事業に

つき、豊能町の環境に街路樹は必要なのか。

メーン道路以外は切ってはどうかとの質疑

に対しまして、街路樹を１本切るだけでも

賛否はあり、町の方針は出していない。具

体的には自治会と相談して試験的に切って

いきたいとの答弁でございました。 

  次に、消防費に入りまして、消防団活動

事業につき、全国的に消防団員が減少して

いるが、豊能町として対策、また日常活動

されていることがあるのかとの質疑に対し

まして、町においては消防団員と消防署が

検討しており、９月には消防団役員、団の

ＯＢ、消防署の幹部で構成するあり方検討

会を立ち上げたとの答弁でございます。 

  次に、教育費に入りまして、学校教育充

実事業につき、教職員の研修事業はどこで

やっているのかとの質疑に対しまして、従

来大阪府で実施していた法定研修は豊能地

区人事協でしており、それ以外の一般研修、

支援研修は町教育委員会及び各学校で、約

５万円の予算で実施をしているとの答弁で

ございました。 

  次に、図書館運営費につき、図書館の指

定管理で、ＴＳＵＴＡＹＡに運営を任せて

いることについての試みを、町としてどう

考えているのかとの質疑に対しまして、既

に実施している市では、集客では成功して

いるが、しかし社会教育施設としては議論

があるだろうと言われています。現在、資

料を取り寄せて見ているところであります

との答弁でございました。 

  次に、郷土資料館管理事業につき、郷土

資料館の現状から見て、どう進めようと考

えているのかとの質疑に対しまして、現施

設の老朽化から見て、何らかの方法で新し

い施設が必要であると考えていますとの答

弁でございました。 

  以上で質疑を終わり、討論に入りました

が、討論はなしでございました。 

  採決は、挙手全員で認定をされました。 

  次に、第２号認定、平成２４年度豊能町

国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出決

算の認定についてに入りました。 

  質疑なし。討論なしで、採決は挙手全員

で認定となりました。 

  次に、第３号認定、平成２４年度豊能町

国民健康保険特別会計診療所施設勘定歳入

歳出決算の認定についてに入りました。 

  質疑といたしまして、医薬品の使用状況

だが、ジェネリック医薬品の件数はどのよ

うに推移しているのかとの質疑に対しまし

て、ジェネリック医薬品の導入状況ですが、

平成２４年度については、内服薬・外服薬

合わせて２４種類導入していますとの答弁

でございました。 

  質疑を終結し、討論なし。採決は挙手全

員で認定されました。 
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  次に、第４号認定、平成２４年度豊能町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定についてであります。 

  質疑といたしましては、今後さらに豊能

町の高齢化を考えると、かなり厳しい状況

になると思うが、見解はとの質疑に対しま

して、国の高齢社会白書を見ると、平成２

５年で全国では４人に１人が高齢者で、平

成４７年で３人に１人が高齢者になるであ

ろうということですが、多分この９月で豊

能町は３人に１人ぐらいが高齢者になると

いう状況で、個人的な見解も含めて、広域

連合でよかったなと思っている次第ですと

の答弁でございました。 

  討論に入り、討論はありませんでした。

採決は、挙手全員で認定をされました。 

  次に、第５号認定、平成２４年度豊能町

介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決算の

認定についてであります。 

  質疑といたしましては、平成２３年度か

ら平成２４年度で１０１名の要介護（要支

援）の方が新たに認定され、人口の約５％

が認定者ということで、介護を受ける方と

ともに、介護をする方のケアの対策も必要

だと思うがとの質疑に対しまして、非常に

大事な部分で、現在の制度でいくと、地域

包括支援センターで介護する側の方の悩み

等々も受けていますので、積極的に私ども

は広報をさせていただきますが、御案内い

ただけたらと思いますとの答弁でございま

した。 

  討論に入り、討論はなし。採決は挙手全

員で認定をされました。 

  次に、第６号認定、平成２４年度豊能町

下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてであります。 

  質疑は、未収金の減少というのは、何か

対策をして減っているのかとの質疑に対し

まして、２カ月に１度督促状を出し、年２

回、停水処分の通知をしていますとの答弁

でございました。 

  また、口座振替の率はとの質疑に対しま

して、約９１％でありますとの答弁でござ

いました。 

  討論に入り、討論はなし。採決は挙手全

員で認定をされました。 

  次に、第７号認定、平成２４年度豊能町

生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてであります。 

  質疑はなく、討論もなしで、採決は挙手

全員で認定をされました。 

  次に、第８号認定、平成２４年度豊能町

水道事業会計決算の認定についてに入りま

した。 

  質疑としましては、一般会計からの繰り

入れの考え方だが、今回も7,４９０万円程

度あるが、圧縮していく考えだとか、今後

の方針等はとの質疑に対しまして、一般会

計から基準内・基準外ともらっているとこ

ろですが、企業会計ですので、基本的には

自己の水道使用料で賄うのが本筋と考えて

います。その辺は改善すべき点だと思いま

すので、本来は減らしていくべきと考えて

おりますとの答弁でございました。 

  次に、漏水対策費、給水管等漏水修理５

２件のことですが、どの地域が多いのかと

の質疑に対しまして、光風台が２４件、と

きわ台２１件、東ときわ台６件、吉川１件

でありますとの答弁でございました。 

  また、ときわ台とか、給水管なりが古く

なっているという問題があると思うが、今

後どのようなことを考えているのかとの質

疑に対しまして、今後につきましては計画

を立てて順次交換し、漏水についてはひど

くならないうちに対応していくというふう

なことを考えておりますとの答弁でござい

ました。 

  討論に入りまして、討論はなし。採決は
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挙手全員で認定をされました。 

  閉会は、８月２９日、木曜日、午後５時

１９分でありました。 

  以上で、平成２５年第４回定例会決算特

別委員会の報告を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ここで一つ訂正がございますので。 

○決算特別委員会委員長（岩城重義君） 

  済みません。訂正がありますので、お願

いいたします。 

  乳幼児医療費助成事業のところで２５年

度と言いましたが、２４年度に訂正をいた

します。よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより委員長報告に対する質疑を行い

ます。 

  審議がスムーズに行われるということと、

委員会の意思の安定という原則があります

ので、当該委員会所属の委員各位の質疑は

差し控えていただきますよう、お願い申し

上げます。 

  第１号認定から第８号認定までの８件に

対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  平成２４年度一般会計決算及び特別会計

決算に対し、意見と見解を述べさせていた

だきます。 

  討論に入る前に、今、国民の中では、消

費税増税、ＴＰＰ、原発事故の問題が大き

く取りざたされております。原発では、東

京電力福島第一原発事故で高濃度の放射能

汚染水を保管しているタンクから３００ト

ンが漏れたという大きな問題が出ています。

最大毎時1,８００ミリシーベルト、この値

は４時間浴び続ければ死亡する線量に当た

ります。排水溝を通じて海に流出し続け、

これを完全にとめる見通しもありません。

原発依存のエネルギー政策をこのまま進め

てよいのか、抜本的な政策転換が必要では

ないか、今、自然エネルギーへの本格的な

導入と、低エネルギー対策への転換に向け

て、あらゆる知恵と力を動員して、最大の

スピードで取り組む必要があることがはっ

きりしてきました。放射能汚染水の流出拡

大を防ぐため、タンク保管のあり方を含め、

政府は非常事態との認識のもとに全責任を

負う立場で、事故対策を抜本的に改めて事

に当たることが急がれます。 

  では、一般会計決算でございますが、豊

能地域に設置された共同処理センターの寄

り合い世帯業務のノウハウの蓄積等はどの

ような状況であったのかが見えません。権

限移譲に伴う財政措置等を明確にさせるべ

きです。市町村には、仕事も財政も負担と

なっているのではないですか。 

  保健センターと豊悠プラザは統合しまし

たが、旧吉川幼稚園の施設は、住民の身近

な施設として安全・有効利用できるように

求められています。 

  同和対策を継続していることです。豊能

町人権協会補助金はやめるべきです。府人

権協会負担金も、大阪府内では一部の市が

負担していないことが明らかになっていま

す。この二つの団体は、同和問題をはじめ

とする人権問題の解決であり、同和を人権

と名を変えています。団体に対する補助は

やめるべきです。全ての町民を対象とした

福祉の向上、一般施策で充実させるべきで

す。 

  特別会計、国民健康保険については、収

納率が上がったものの、経済情勢は低迷し

ている中、収入に占める保険税の負担は大
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きく、決算書に記載のとおり、不納欠損額

は５３７万7,３９４円、収入未済額は6,２

２６万7,３８７円に上っています。滞納者

に対する制裁もありますが、高過ぎる国保

税は住民生活を困難にしています。資格証、

短期証、証明書の発行は抑え、住民の医療

を保証するよう転換が必要です。国の補助

率をもとに戻すよう強く求めることです。 

  後期高齢者医療については、廃止を強く

求めます。２年ごとの見直しで、医療負担

は増大してきています。 

  介護保険料については、介護保険会計が

黒字を続けているもとで引き上げる理由は

ないと思います。国が制度改悪の方針を出

せば、上げるのではなく、福祉と暮らしを

守るという地方自治体の原点に立つべきで

あります。 

  今、住民は、国保税、介護保険料の負担

軽減を強く求めています。介護保険につい

ても、国の負担割合をもとに戻す、５０％

に戻すよう、国に求めるべきです。 

  水道会計については、行政とともに人口

をふやすまちづくりを強力に進めることで

す。 

  以上、住民の機関としての豊能町の役割

を発揮することを求めて、認定第１号、第

２号、第３号、第４号、第５号に反対し、

残余は賛成です。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  もう一度言い直してください。 

○１２番（高尾靖子君） 

  失礼しました。 

  認定第１号、第２号、第３号、第５号に

反対し、残余の認定には、認定をいたしま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  ５番・小寺でございます。 

  第８号認定、平成２４年度豊能町水道事

業会計決算に関して、不適切な会計処理と

いう観点から、反対討論を行います。 

  平成２４年度決算において、累積欠損金

が４億3,８００万円にも達し、平成２５年

度決算予想について、累積欠損金は６億８

００万円になるとされております。この

年々悪化の一途をたどっている累積欠損金

を解消しなければいけないと、検討を始め

るとしております。つまり、水道料金の値

上げを検討しますよと、議会や豊能町住民

にメッセージを送っていると解するべきで

あります。 

  ところが一方で、監査報告書にもあるよ

うに、財務内容は良好であります。流動化

比率は２００％以上が望ましいとされてい

るのに対して、豊能町の流動化比率は６３6.

５％、超優良の状態にあります。財務内容

は年々よくなっているのに対して、累積欠

損金は年々悪化の一途をたどっているとい

う、相矛盾した事象が起こっているわけで

ございます。企業会計の理念が期間損益を

正しくあらわそうというものであるという

観点から考えてみますと、財務内容が良好

に向かっていることと、累積赤字が悪化に

向かっているという相矛盾することが起こ

っているということでございますので、突

発する事象がない限りにおいて財務諸表が

適切に処理されてないのではないかという

疑いを考えるものであります。以前から指

摘している修繕引当金の不適切な処理など

は、その典型であります。資本会計におい

て毎年増加する固有資本金の処理などはあ

り得ない会計処理であります。また、自己

資本金が毎年増加しているのはなぜなのか。

合計残高試算表の情報公開を求めてみまし
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た。すると、固有資本金が毎年増加してい

る。固有資本金は創業時の資本金をあらわ

すものであり、途中で何度も増加するとい

うのは不可解なことであります。一般会計

本体から、資本会計の受け皿としてこの勘

定科目を使ったのではないかと推察いたし

ますが、この処理は、収益を認識せず費用

だけを発生させる、こういう原因をつくっ

ております。つまり、損益会計はゆがめら

れ、費用が累積欠損額に堆積する原因とな

っている。全く理解できない不可解な会計

処理であり、不適切な会計処理そのもので

あり、水道事業会計処理全体の信頼性を損

ねているものであります。外部監査を強く

求める理由の一つでもあります。 

  以上、適正な会計処理、適正な財務諸表

を強く求め、今こそ議会が単なる追認機関

でないということを内外に示すときであり

ます。 

  よって、第８号認定、水道事業会計決算

の反対討論といたします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第１号認定、平成２４年度豊能町一般会

計歳入歳出決算の認定についてに対する委

員長の報告は認定であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第１号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第２号認定、平成２４年度豊能町国民健

康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算の認

定についてに対する委員長の報告は認定で

あります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第２号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第３号認定、平成２４年度豊能町国民健

康保険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決

算の認定についてに対する委員長の報告は

認定であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第４号認定、平成２４年度豊能町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてに対する委員長の報告は認定でありま

す。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第４号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第５号認定、平成２４年度豊能町介護保

険特別会計事業勘定歳入歳出決算の認定に

ついてに対する委員長の報告は認定であり

ます。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 
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○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第６号認定、平成２４年度豊能町下水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定について

に対する委員長の報告は認定であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第６号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第７号認定、平成２４年度豊能町生活排

水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてに対する委員長の報告は認定であり

ます。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第７号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第８号認定、平成２４年度豊能町水道事

業会計決算の認定についてに対する委員長

の報告は認定であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第８号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  日程第２「第７号報告 健全化判断比率

及び資金不足比率報告の件」の説明を求め

ます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  それでは、第７号報告、健全化判断比率

及び資金不足比率報告の件について御説明

を申し上げます。 

  議案書をお開き願います。 

  本件は、地方公共団体の財政の健全化に

関する法律第３条第１項及び第２２条第１

項の規定により、平成２４年度決算におけ

る健全化判断比率及び資金不足比率を、監

査委員の意見を付して報告するものでござ

います。 

  議案書の最終ページをお願い申し上げま

す。 

  まず上段の①健全化判断比率ですが、実

質赤字比率については、実質収支が黒字で

あるため、比率はございません。 

  次に、連結実質赤字比率ですが、これも

連結実質収支が黒字であるため、比率はご

ざいません。 

  次に、実質公債費比率については5.６％

となっており、前年度の5.０％と比べ0.６

ポイント悪化しております。 

  次に、将来負担比率については、３1.

８％となっており、前年度の４8.４％に比

べ、１6.６ポイント改善しております。 

  なお、本町の早期健全化基準は、それぞ

れ表のとおりとなっており、いずれも基準

を下回っております。 

  続きまして、下段の②資金不足比率です

が、水道事業は流動資産が流動負債を上回

っており、資金の不足額が生じておりませ

んので比率はございません。 

  下水道事業については、実質収支が黒字

のため比率がなく、また、生活排水処理事

業においても実質収支がゼロとなっている

ため比率はございません。 

  なお、いずれの会計も経営健全化基準は

２0.０％でございます。 

  報告は以上です。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  ここで、今議会をもって御勇退される３

人の議員から発言を求められておりますの

で、これを許します。 

  初めに、山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  議長にお許しを得ましたので、貴重な時

間をいただき、一言御挨拶を申し上げます。 

  私、山下は、来る９月２２日に行われる

町議会議員選挙には出馬しないことといた

しました。２期８年間、過ぎてしまうと大

変短い時間であったなと実感しております。 

  町議として、今日まで政治の一端をかい

ま見た８年間であったと認識しております。

これからの人生の、少しは糧になったかな

と感じております。 

  老兵は死なず、ただ消え去るのみ。ただ

いまの偽らざる心境でございます。 

  最後に、今日までサポートいただいた

方々には、深く、この場をおかりして感謝

申し上げますとともに、議員皆様方におか

れましては、ますますの御活躍と御健闘を

心から御祈念申し上げます。 

  御清聴ありがとうございました。 

（拍手） 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  皆さん、本当に貴重なお時間、私のため

に時間をとっていただきまして、ありがと

うございます。 

  平成４年に、私は、寝たきりゼロを掲げ

て初当選させていただきました。当時この

町は新興住宅地が立ち並び、まだ高齢化率

は１０％程度でした。そのために、寝たき

りゼロ、高齢化というのはなかなか理解し

てもらえませんでしたけども、その後、平

成７年最高期に８年、９年と続き、一気に

この豊能町は高齢化へと突入していきまし

た。御存じのように、今は本当に３人に１

人、先日もお話ししましたように３４％も、

そこまできております。こういった中で私

は本当にこの豊能町が、この町として成熟

し、そしてこの先、高齢化の中でどのよう

にしてこの町をつくり、また変えていくか

という、本当に貴重な時間の中で、２１年

間、議員をさせていただきました。 

  こうした中で、私自身がやはり今ここで

やめさせていただくことに対しては、正直

言って、ダイオキシン問題ですとか、それ

から光風台のエスカレーター問題、また先

ほど触れてますように、これからの豊能町

の高齢化、少子化、こういった問題に対し

てどのように、やはり、いくか、非常に気

になっているものもありますし、私自身勉

強を重ねてきたことを、やはりこの場で訴

え、そしてよりよいまちづくりに向けて進

めていくべきではないかと、かなり迷いま

した。しかし、私自身の家庭の中にも、や

はり高齢化が押し寄せ、また、別の問題と

しまして、やはりここの二、三年の中で、

どうしても対応しなくてはいけない問題。

それともう一つ、やはりこの２１年間の中

で、私自身、住民の皆様から御相談を受け、

そして解決できなかった問題もございます。

こういったことも含めまして、私はやはり

新しい道を歩んでいこうと思っています。

この２１年間の中では本当に、先輩の議員

たち、それからもうやめられました理事者

側の皆さんには、いろいろなことを教えて

いただきました。当時はまだまだ視点が狭

く、自分の思い込みで動いていたとこもご

ざいますけれども、やはり法的な背景、こ

の豊能町の歴史の背景をいろいろ教えてい

ただく中で、ああそうかと、こういう考え

方もあるんだという形で、随分教えていた

だきました。やはりそういうことも含めま

して、この先、この町のために自分なりに
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生かしていきたいと思います。 

  それから、最後になりますけれども、議

会というのは議論の場です。やはり議員皆

さん、それぞれいろいろなことを調べ、そ

して人の話を聞き、そして自分の考えをま

とめて、この議会に挑んでおります。また、

行政の皆さんは、行政の職員皆さんとして

は、やはりそれに対応していろいろなこと

を調べ、そして議員の質問に答えていらっ

しゃると思います。やはり何と言っても、

この議会は議論の場です。理事者側をいじ

めたりとか、そういう場ではございません。

ですから、議論が議論として、やはりこの

多くの豊能町の皆さんにわかっていただけ

るように、後を皆さんに託して、私の御挨

拶とさせていただきたいと思います。 

  本当にどうもありがとうございました。 

（拍手） 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  議長に貴重な時間を割いていただきまし

て、私のために時間をいただいたというこ

とは感謝申し上げます。 

  私はちょうど、皆さん、皆御存じだと思

いますけども、小渕官房長官ですかな。新

しい年号は平成ですというのがありました。

その平成元年に議会に初めて来させていた

だいた、平井政義でございます。 

  平成というのは本当に、私のために政治

をしなければならないのかなと、私の名前

は平井政義でございまして、それから平成

会ということを私は立ち上げてきたわけで

ございます。 

  そういった２４年のいろいろな思い出、

また、いろいろな議論の中での問題点、た

くさんございましたけれども、話しておれ

ば、これはあしたにもあさってにもなって

しまうぐらいの時間になりますので、ほん

の一部でございますけれども、私が議員に

なって初めてここで、第１番議席で座らせ

ていただきました。そのときに、当時は久

保町長でございまして、私が一番最初に話

しして、こんな政治の世界って、自分１人

が何ぼ言うても何も進まへんねんと、そう

いうのもわかっておりましたけれども、言

わなければ進まないと、だから言うんです

いう感じで最初から入ったわけなんです。 

  私が一番最初にやったのは、吉川小学校

の通学道路の防球ネットでございました。

岩場の山で岩が欠けては落ちる、そういっ

た中で子どもたちが危ないということで、

ときわ台から妙見口の間の１８０メートル

間の２０メートルほどのフェンスをみな張

っていただきました、ネットを。それがい

まだにまだ健在で頑張っております。 

  それと、その当時は東ときわ台小学校の

グラウンドも、いろいろと少年野球とかい

ろいろなことでございましたので、防球ネ

ット、ボールがみな、外へ出てかなわんと

いうことで、あの防球ネットも設置させて

いただきました。 

  それから時代が、南殿町政に変わってき

たわけでございます。その中では、南殿町

政の中では、輸送のいろいろな取り組みを

されてきた。特に私が、一番のネックであ

ったけれども、実現できてうれしかったな

と、これもみんなのおかげでございます。

能勢電鉄が２０分間隔運転でございました。

それからしばらくたって、１５分間隔運転

に変わりました。そのときに、平井君、も

う何ぼ頑張っても、これ以上短縮はできま

せんよということで、いや、それでは困る。

１０分間隔運転を私は目指したいから、と

にかく１０分間隔運転に取り組んでいける

ような体制をつくってくれと、当時の運輸

部長また運転係の係長、助役さんやら、い

ろいろと私は個人的に議論してまいって、
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ちょうどそのときに日生エクスプレス運行

がめどになったわけです。当時は、能勢電

鉄は電圧が６００ボルトであった。阪急電

鉄は1,５００ボルトで走っていた。スピー

ドアップするには電圧を上げんことにはで

きないということで、エクスプレスが入る

ときに1,５００ボルトを全部流そうやない

かということで、１０分間隔運転が実現で

きたと、これは本当にうれしいことでござ

いました。 

  それから、新光風台の循環バスも運行さ

れるようになり、交通網というか、バス路

線がかなり幅広く走り出してきた。それか

ら後には、東西巡回バスもつくっていこう

やないかということで、巡回バスにもいろ

いろ考え、最初からやって、それから路線

変更していったり、現在の社会実験に至る

までのバス路線を築き上げてきたんだなと、

これもみんなでやったんやと。 

  しかし、町の住民の一人一人が喜んでい

ただけるんならば、これが政治やないかと、

私はそう思っております。今の現状を見て

おれば、一部のことだけを取り上げてやっ

てる部分も多々ある。しかしながら政治と

いうものは、見えない人にまで配慮するの

が大事なことであると私は思っております。

そういったことも踏まえて、今までお世話

になった議員の皆さん、また理事者の皆さ

んにおかれましては、本当に御迷惑もかけ

ましたけれども、またここでお礼を申し上

げたいと思います。ありがとうございまし

た。しかしながら、今後に残された、私の、

まだ心の中では、そのダイオキシンの処理、

これを処理をしなければ、永久的に豊能町

から消えない。このものについては、もっ

と、もっと深く考えていっていただきたい。

それと、ときわ台の駅前の整備、これはこ

の前も、私、一般質問でも話ししておりま

すけれども、バリアフリー化を取り入れる

だけでも、あの駅大丈夫なんかなと、いろ

いろなことを考えます。やはり駅の老朽化

いうのは、５０年近くもたってきて、見直

す時期がきてるんじゃないかと。それに踏

まえて、やはり駅前のあのロータリーなど

をもっと活用した、うまく考えた上でのバ

リアフリー化を含める駅の改革を進めてい

っていただきたい。これは能勢電鉄の相手

もあります。また、豊能町もありますけれ

ども、町長はなられたときから補助金、補

助金と言っておられますので、その補助金

ぐらいとってきていただいて、ぴちっとし

た、町のために働きかけていっていただき

たいと思います。これだけはお願いをいた

しまして、本当に、２４年間、私もちょう

どもう４０歳で立ち上がって６４歳になっ

たわけです。これからは私は私なりで考え

た動きをしていきますので、何とぞ皆様方

は、１７日から始まる選挙戦を戦って、ま

たここで顔を合わせて、一生懸命政治の世

界を取り組んでください。 

  ありがとうございました。 

（拍手） 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員、秋元美智子議員、平井政

義議員、それぞれの皆様、長い間御苦労さ

までした。今後とも御健勝をお祈りいたし

ます。議会を代表して、議長、私から厚く

お礼を申し上げます。ありがとうございま

した。 

（拍手） 

○議長（福岡邦彬君） 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会及び広報特別委員会より

閉会中の審査申し出があります。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 
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  よって閉会中の審査を許可いたします。 

  以上で、本定例会に付された事件は、全

て終了いたしました。 

  よって、会議規則第７条の規定により本

日で閉会したいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会は、本日で閉会するこ

とに決定いたしました。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  これをもって、平成２５年第４回豊能町

議会定例会を閉会いたします。 

  どうもお疲れさまでした。ありがとうご

ざいました。 

 

閉会 午後１時５７分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

第１号認定 平成２４年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第２号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出 

      決算の認定について 

第３号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定歳 

      入歳出決算の認定について 

第４号認定 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

      認定について 

第５号認定 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決算 

      の認定について 

第６号認定 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 

      について 

第７号認定 平成２４年度豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算 

      の認定について 

第８号認定 平成２４年度豊能町水道事業会計決算の認定について 

第７号報告 健全化判断比率及び資金不足比率報告の件
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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